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2025年度 年次大会 報告及び議案事項 

 

報告及び議案事項１   

2024年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について  

報告及び議案事項２  

岩手県支部長及び役員について  

報告及び議案事項３  

2025年度事業計画及び収支予算について  

報告及び議案事項４  

「第５２回地域産学官合同セミナー」実行委員会設立について  

 

 
 
以上の議案を提出します。 

 

 
 

2025 年 7 月 5 日 
 
 

公益社団法人日本技術士会東北本部 岩手県支部 

支 部 長    古 山  裕 康 
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 報告及び議案事項１  
2024 年度岩手県支部事業報告書 

〔2024 年 4月 1日～2025 年 3月 31 日〕 

 

 2024 年度の活動概要 

2024 年度は、感染症の拡大はなく、また災害等の災難も少なく例年通り、コロナ感染

症拡大以前の活動に戻るべく、会員の皆様の工夫により活発な支部活動を行うことがで

きました。 

活動の概要を、以下に報告します。 

1．年次大会 

2024 年 7 月 6 日（土）に支部会員 41 名の本人出席により開催し、議案事項は事務局

提案のとおり承認されました。大会後には恒例の記念講演を開催しました。 

2．役員会 

感染防止対策を講じたうえで、前年度と同様に隔月で計 6回開催しました。 

3．講演会 

講演会は、年次大会時のほか、秋季、新春の計 3回開催しました。なお、秋季と新春

講演会では 2023 年度から実施しているユーチューブ視聴を企画し、会場参加以外の

聴講を継続し実施しました。 

4．研究会活動 

支部に 11 ある研究会のうち 9 の研究会が現場研修やオンラインでの勉強会などを開

催しました。各研究会がそれぞれに工夫しながら、積極的な活動が展開されました。 

5．いわてまるごと科学・情報館 

毎年恒例となっていた岩手県主催の「いわてまるごと科学・情報館」が再開 3年目の

開催となり、支部活動のパネル展示および協賛企業による展示・体験コーナーへの出

展を行いました。 

 

会員の皆様によりますこれらの活動によって、社会・地域へのより一層の貢献など支部

の活動理念を実践できた 1年でした。 
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Ⅰ. 一般事業 

１. 委員会・研究会活動 

１－１ 委員会活動 

(1) 役員会の開催（役員会）→詳細は P.10｢2.役員会｣にて記述 
岩手県支部の規則に則り年間 6 回の役員会を計画し、支部活動に関する協議を開

催した｡ 

(2) 年次大会の開催（総務委員会） 
岩手県支部及びいわて技術フォーラムの 2023 年度活動、決算報告、2024 年度の活

動、予算計画の報告を行った。（2024 年 7 月 6 日） 

(3) 技術士名簿の発行（総務委員会） 
前年度と同様に Exel データによる岩手県支部及びいわて技術フォーラムの技術士

名簿を作成し、会員に配布した。（2024 年 6月） 

(4) 広報活動（広報委員会） 
① 東北本部「ガイアパラダイム」への寄稿を行った。 
第 79号（2024.07）： 

  寄稿 わたしの趣味「スキーリゾートの楽しみ方 inヨーロッパ」 
                     (澤田 貞悦 氏） 

 岩手県支部 2023 年度後期活動報告        （利部 哲 氏） 

第 80 号（2025.01）： 

  「能登半島地震からの復旧復興支援（能登の経験を次につなげる） 」  
（寺井 良夫 氏） 

  各県支部長年頭の挨拶 「新年のご挨拶 」     （古山 裕康 氏） 
 岩手県支部 2024 年度前期活動報告        （利部 哲 氏） 
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(5) 講演会開催 （企画委員会）  秋季・新春講演会の詳細は別紙「事業報告」にて記述 
 

 2024.7.6 於：プラザおでって 参加人数：35名 (会員限定) 
～シリーズ岩手を知る（第 30回）～ 
「皇居が盛岡へやってくる？」 

 2024.10.12 於：プラザおでって 参加人数：29 名(内W E B配信視聴1名) 
～シリーズ岩手を知る（第 31回）～ 
「ツキノワグマ出没の現状と対策」～クマが暮らす岩手の自然と私たち～ 

 2025.1.25 於：プラザおでって 参加人数：40 名(内Youtobe 配信視聴4名) 
～シリーズ岩手を知る（第 32回）～ 

「明治日本の産業革命 ～釜石の軌跡～」 
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(6) いわてまるごと科学・情報館への出展の参加 （企画委員会） 

  詳細は別紙「活動報告」にて記述 
 2024.11.30 於：いわて県民情報交流センター アイーナ  

全体 850 名 

今年度は協賛団体として昨年度に引き続き (株)タカヤ様と(株)タックエ

ンジニアリング様から出展のご協力をいただきました。 

（株）タカヤ様からは iPad を使って現場管理ツールの一つとして活用し

ている AR 技術を拡張現実体験できるコーナーや、リアルな現場の施工過程

が見学できるパネル展示等の出展があり、 (株)タックエンジニアリング様

からは、地上型レーザ計測器による三次元計測のデモンストレーションや、

ドローン映像のＶＲ体験、一定垂直倍率立体地形解析図(CVESmap)で見る防

災ハザードマップのポスター展示等の出展がありました。 

今後も引き続き地域に密着した活動を続け、地域経済・産業の発展、 

福祉の増進への寄与を続けていきたいと考えています。 

 

(7) 技術部門別の研究活動全般の統括や技術士倫理に関する活動 （技術委員会） 

  詳細は別紙「活動報告」にて記述 
 現場セミナーの開催など 

(8) いわて技術士交流会 （いわて技術フォーラム）  詳細は別紙「活動報告」にて記述 
例年 4回開催されるが、2回の開催となった。 

業務・研究発表（2名） 
 第 1回 2024. 9.15 於：ホテルパールシティ盛岡  
 第 2回 2024.11.24 於：ホテルパールシティ盛岡  

   



 - 6 -

 
１－２  研究会活動 

各研究会等において次の事業が行われた。 

研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数

道 路 現場研修会 2024.10.28 八幡平市
佐比内地区 

一般国道 282 号(仮称)佐比
内トンネル築造工事現場 15名 ※ 

河 川 現場研修会 2024.10.11 釜石市 
大槌町 

「流域治水」の関する現地研修 
・釜石大槌圏域流域治水プロジ
ェクト 

15名 

鉄 道 現地研修会 2024.10.15
いわて沼宮内
駅付近 

東北新幹線の環境対策工事 
川原木トンネル五日町トンネ
ル緩衝工設置現場 

3名 

都 市 

現地研修会 2024.11.2
盛岡市景観 
重要構造物
「茣蓙九」 

茣蓙九・森九商店の現場見学 8名 

意見交換会 2024.11.2
盛岡市景観 
重要構造物 
「茣蓙九」 

茣蓙九・森九商店の現場見学
会における意見交換 8名 

農 業 現場研究会 2024.10.29
花巻市 
北上市 

「農地整備事業（中山間のほ
場整備工事」、「農村地域防災
減災事業（菅水路工事）」、「和
賀中央農業水利事業（幹線用
水路工事）」をテーマにした
現地研修会 

19名 

森林・水産 

講演会 2024.5.17 北ホテル 

①「災害続きの 15年、岩手県の
森林土木事業に従事して」講師：
国土防災技術株式会社 佐藤達
也氏 
②「岩手県の林業事業の取り組み
について」講師：岩手県農林水産
部技監兼林務担当技監 

 工藤亘氏 

10名 

現地研修会 2024.10.20 二戸市～ 
八幡平市 

① 二戸市浄法寺町 ウルシの
生産工程見学 

②岩手県内水面水産技術 
センター試験場見学 

16名 

応用理学 野外見学会 2024.10.9

盛岡市繋、
雫石町上
野、雫石町
御明神ほか 

テーマ：雫石盆地周辺の層序
と地質構造 
講師：越谷 信 氏  
岩手大学名誉教授 理学博士 
岩手大学地域防災研究セン 
ター客員教授 

26名 

鋼構造 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

現場研修会 2024.10.28
八幡平市 
佐比内地内 

一般国道 282 号(仮称)佐比
内トンネル築造工事現場 15名 ※ 

 ※ 道路、鋼構造・コンクリート研究会の 2部会による合同研修会の延べ人数 



 - 7 -

 

２. 広報及び普及啓発事業 

広く社会に技術士制度の普及啓発を図るとともに、技術士活用の促進，CPD 実施の促進

及び支援のための情報提供など、技術士活動の活性化を図るための、以下の事業を行っ

た。 

(1) 広報 
② ホームページ，Eメールを活用した会員への情報提供，一般社会への PR 
③ 会員名簿の作成，配布 
④ 東北支部「ガイアパラダイム」、公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿 

(2) 普及啓発 
① 会員及び協賛企業及び団体の拡大に向けた活動 

 
３. 技術士の資質の維持・向上のためのＣＰＤ活動 

技術士の資質の維持・向上を目的として、技術講演会ならびに研究会活動など、CPD 活

動を行った。 

(1) 研修会の開催 
下記の通り技術委員会による初めての倫理研修会において会員へ参加を呼びかけ、

研修会を開催した。 
① 2025. 1.25 「失敗の本質 ～岩手県庁の組織論的研究～」 

(2) 研究会活動 
 会員へ参加を呼びかけ「1. 委員会・研究会活動」に示すとおり開催した。 

４. 社会貢献活動 

(1) 講演会の開催 
下記の講演会において市民へ参加を呼びかけ、Web 配信も行いながら多くの方々
に参加いただけるように開催を行った。 
① 2024. 7.05 「皇居が盛岡へやってくる？」 
② 2024.11.12 「ツキノワグマ出没の現状と対策」～クマが暮らす岩手の 

自然と私たち～ 

③ 2025. 1.25 「明治日本の産業革命 ～釜石の軌跡～」 
 

 

 

(2) いわてまるごと科学・情報館への出展（於：いわて県民情報交流センター 
アイーナ） 

① iPad 現場管理 AR技術の拡張現実体験コーナー 協賛団体である 
㈱タックエンジニアリング様, 
㈱タカヤ様によるブース出展 
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② ドローン映像のＶＲ体験 
③ 一定垂直倍率立体地形解析図(CVESmap)で見る 
防災ハザードマップ 

支部から 2名参加 
 

５. 東北本部活動への参加 

東北本部との連携によって、本会の円滑な運営を図るために、以下の活動に参加した。 

(1) 役員会への参加(Web&対面) 
(2) 東北本部政策事業委員会への参加(Web&対面) 
(3) 東北本部機関誌「ガイアパラダイム」への寄稿 
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II. 会議の記録 

１. 合同年次大会 

公益社団法人日本技術士会東北本部岩手県支部・いわて技術フォーラム 

2024 年度合同年次大会 

概  要 ： 報告及び議案事項 1  2023 年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について 

     報告及び議案事項 2  2024 年度事業計画及び収支予算について 

 

議案事項 1、2とも承認される。 

 

その他意見等； なし 
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２. 役員会 

開催日 役員会 主要議題 

2024.5.30 第 1回役員会 

・ 2024 年度第 1回東北本部役員会報告 
・ 2024 年度東北本部第１回 CPD 委員会報告 
・ いわてまるごと科学館について 
・ 岩手県支部役員会選任について 
・ 合同年次大会の議案承認、懇親会について 
・ 各研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2024.8.6 第 2回役員会 

・ 2024 年度第 2回東北本部役員会・試験担当者会議 
および年次大会報告 

・ 秋季講演会について 
・ いわてまるごと科学館について 
・ 各研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2024.9.25 第 3回役員会 

・ 2024 年度第 3回東北本部役員会報告 
・ いわてまるごと科学・情報館について 
・ 秋季講演会及び新春講演会について 
・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2024.11.26 第 4回役員会 

・ 2024 年度第 3回東北本部役員会報告 
・ いわてまるごと科学・情報館開催報告 
・ 新春講演会について 
・ 令和 6年度倫理研修会について 
・ 研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2025.1.29 第 5回役員会 

・ 2024 年度新春講演会開催報告について 
・ 2024 年度第 4回東北本部役員会報告について 
・ 2025 年度事業スケジュールについて 
・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2025.3.26 第 6回役員会 

・ 2025 年度支部役員改選について 
・ 2023 年度合同年次大会に向けた準備について 
・ 2025 年度いわて技術フォーラム代表幹事選挙に向けた
準備について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 
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III. 会員の動向 

１. 岩手県支部 
令和 7年 4月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会    員】124 名（実数）：前年度会員数 124 名 

【準 会 員】  9 名（実数）：前年度会員数 9名 

【賛助会員】  8 社：前年度会員数 8社 
下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 
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 報告及び議案事項 2  
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  報告及び議案事項 3  
2025 年度岩手県支部事業計画書 
〔2025 年 4 月１日～2026 年 3 月 31 日〕 

 

 活動理念 

■自らの資質を向上させるよう、社会の変化と今後の動向を的確にとらえ技術の研鑽に継

続して取り組む。 
■岩手県支部の総合力を向上させるよう組織強化を図るとともに、支部活動を通じて 
 会員相互の連携を強化する。 

■社会・地域により一層の貢献ができるよう、公益的な活動や他機関との協働を進める。 

■技術士活動の継続的な発展が図られるよう、あらゆる場で若い技術者の育成を心がける。 

 2025 年度の活動にあたって 

東日本大震災から 14年が経過し、震災復興は、ほとんどのハード整備が終わり、これ
からは被災者への継続的なケアとともに、復興後の地域の活性化や整備されたインフラ
の有効的な活用等、新たな課題に向けた取組が必要なフェーズへと移行しつつあります。 

   また、近年多発する台風や豪雨等による大規模災害への備えも重要な課題と認識して
おり、これらの様々な災害を経験してきた本県における当支部の役割として、改めて 
災害への見識を深め、公衆の安全、福利の確保につながる活動に努めていきたいと思い
ます。 

   国が進めるDXについては、ビッグデータ、AIや IoTを始めとするデジタル情報技術
が日々進化しており、技術的専門分野のみならず、我々の日常生活においても更に大き
な変化をもたらすことは確実であり、これらに敏感に対応することが大切であると考え
ます。 

   技術士制度については、一般の方々には未だなじみが薄い状況です。このため、産学
官のみならず、その枠組を超えた様々な活動を通じて技術士制度を積極的に PR すると
ともに、新たな技術士の育成につながるよう努めてまいります。 

   継続教育（CPD）については、それにより研鑽を重ねることは我々技術士としての責
務であり、支部として昨年度にスタートした倫理研修を継続するほか、その他の研修内
容についても検討を進めるとともに、CPD登録会員の増加を図ってまいります。 

   今年度は、以上の方針により、引き続き社会・地域から頼りにされる技術士会岩手県
支部を目指した活動を展開してまいります。併せて、来年度、全国規模のイベントであ
る「地域産学官と技術士との合同セミナー」が本県において開催されることも踏まえて、
組織力の強化を図ってまいりたいと思いますので、会員の皆様のご理解とご協力をお願
い申し上げます。 
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I. 一般事業

１. 委員会活動

主体 事業計画 概  要 実施予定 

役員会 役員会 岩手県支部の規則に則り年間 6回を計画
し、支部活動に関する協議を行なう 隔月 

総務委員会 

2025 年度次大会 2024年度活動報告及び2025年度事業計画 2025.7.5 

技術士名簿作成 岩手県支部及びいわて技術フォーラム 
会員技術士の名簿作成 2025.6 

企画委員会 

いわてまるごと 
科学・情報館への
出展 

岩手県政策地域部の主催による、小中学
生を対象とした、広く科学技術について
の教育啓蒙活動への参加。当支部もその
協賛支援団体で参画。 

2025. 11.29

2025 秋季講演会 ～シリーズ岩手を知る第 34 回～ 2025.10.4 

2026 新春講演会 ～シリーズ岩手を知る第 35 回～ 2026.1.24 

広報委員会 

HP運用 会員及び一般向けの情報掲載 随 時 

ガイアパラダイム

への寄稿 
① 各県支部長年頭の挨拶
② 岩手県支部活動報告等(2回/年)

東北本部 
依 頼 時 

いわてまるごと科学・

情報館への出展 

岩手県政策地域部の主催による、小中学
生を対象とした、広く科学技術について
の教育啓蒙活動への参加。当支部もその
協賛支援団体で参画。 

2025.11.29

技術委員会 
第 2回倫理研修 

「技術士倫理綱領」の各条項を踏まえた
テーマを設定

2025.11 

第 3回倫理研修 
「技術士倫理綱領」の各条項を踏まえた
テーマを設定

2026.1 
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２. 研究会等活動 

研究会名 事業計画 概  要 実施予定 

道 路 現場見学会 
宮古盛岡横断道路田鎖蟇目道路に係る
現場研修 2025.10~12

河 川 現場研修会 

盛岡市、滝沢市 
‐県内の主な治水対策に関する現地研修
・国土交通省：四十四田ダム（嵩上げ計画）
・県盛岡広域振興局土木部 
  松川河川改修（ICT施工）、 
木賊川遊水地（自然環境配慮） 

2025.9.26 

鉄 道 休 会 ― ― 

都 市 

講演会 現在実施している都市計画事業の現地 
視察を実施 

2025.11 

意見交換会 
(web による) 

現在実施している都市計画事業の意見交
換を実施 

2025.11 

施 工 廃 会 ― ― 

農 業 現地研修会 
県内の主な農業農村整備事業等に関する
現地研修 

2025.10下旬

機械電気 検討中   

森林・水産 

講演会 

「ツキノワグマの生態と被害防除 -盛岡
市のある集落ぐるみの取り組み-」 
講師：国立大学法人 岩手大学  

名誉教授 青井俊樹氏 

2025.4 

現地研修会 
釜石市 
 岩手県水産技術センター見学 

2025.10 

応用理学 

野外見学会 

応用理学に関連する見学会 

（技術士を目指す若手技術者～ベテラン技術者
までを対象に、世代間コミュニケーションの 
活性化を図る場として） 講師：越谷 信氏 

2025.10 

親睦会 盛岡市 
研究会員の親睦、意見交換の場として 2025.6 

鋼構造及び 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 現場見学会 ・補修・補強現場見学 

・新設橋梁現場見学 
2025.9~12 

建設 ICT 生産
システム AI 利用研修 DX推進にあたって注目のAI の活用研修 2025.9 
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３. 社会貢献活動 

(1) 講演会などの開催 
岩手県の震災復興、地域の活性化に向けた取り組みについて情報発信を行う。 

(2) いわてまるごと科学・情報館への参加 
例年通りの対面方式を予定している。 

 主催：岩手県（いわてまるごと科学館実行委員会） 
 開催目的：将来を担う子供たちに先端科学にふれる機会を提供する県民参加型科
学技術の普及活動 

 日時：2025 年 11 月 29 日（土） 
 場所：アイーナ（盛岡市盛岡駅西通１丁目 7-1） 
 当支部・フォーラムの参加：体験・展示コーナーへの出典を予定 

４. その他 

岩手県内在住の技術士が参加できる事業を展開し、併せて日本技術士会未加入の技術
士に対する加入促進を図る。  
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東北本部 + 岩手県支部 一般会計収支予算書（案） 
（2025 年 4 月 1日から 2026 年 3月 31 日まで） 
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 報告及び議案事項 4 
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